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第２部 子ども・若者育成支援施策の実施状況 

 

  第  子ども・若者の成 を 会 で支える く  

 

第  学校 の に る教育 の  

 
 の教育 の の の   

   は、子どもの やかな育ちの である。一方、地域とのつなが の 化や、 が な人から

子育てを学 合った する機会の など、子育てや 教育を支える が 化している。

のため、 会 で 教育を支える とが めら ている。 

 県教育委員会は、平成 24 年度から「 教育支援推進事業」によ 、 な地域において が 教

育に関する学習や ができる が うよう、 者への学習機会の企画・提 や、 教育支援 ー

ムの組 化などによる 対 などの 教育を支援する取組を推進している。 

また、 向児出現率やう 率の高 など本県特有の課題を まえ、 児 からの 教育を

推進するため、平成 28 年度から「あおも の未来を える 0 からの 教育 援事業」を実施してい

る。 

 

 お   

教育の 日的な課題に対 するために、子どもの理解や 子の関わ 方等、子育てに 要な

識や について、参加者 が な ードをとおして話し合い、主 的に学 参加 の

学習プ グラム「あおも プ グラム」を作成する ととし、平成 24 年度は、「 児・小学

生 」を、平成 25 年度は「中・高校生 」を、平成 26 年は「支援者 」を、平成 28 年度は「特別

 児 （0 ）の生活習 」を作成した。また、プ グラムの進行 となる「あおも

教育 ド イ ー」を 成してお 、市町村教育委員会や 等の によ 会等へ

している。（第 2-4- ） 

教育 ド イ ー 者数：108 人（平成 29 年 11 月現 ）  

第 2-4-   

お                  

教育 の実施 教育 者      教育 の  

年
（ ）

１

１ １

１ １

１ １

（平成 29年 11 月現 ）          資料：生 学習課 
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 2  教育  

会 で 教育を支援するため、 教育支援に関わる人たちが一堂に会し、 教育の

日的な課題等について学習するとともに、市町村 教育支援者等の ッ ワークを げるた

めの 会を開催した。 
 

 教育  

教育支援 ームは、地域の学校や公民 などを活動 点に、子育て ー ーや民生委員、

等 な地域の人や が関わ ながら、子育てや 教育に関する に った 、

子で参加する な取組や講座などの学習機会、地域の などを提 した している。時には、

学校や地域、教育委員会などの行政機関や 関 機関と連携しながら、子育てや 教育を

ー している。 

ーム（平成 29年 11 月現 ）  

・ 別町 教育支援 ーム 

・ 町 教育支援 ーム「 町子育て ー ン ー」 

・青森市 教育支援 ーム 「青森市 教育 ー ー連 会」 

・ 町 教育支援 ーム 「お まルーム」 

・ 市 教育支援 ーム 

・つがる市 教育支援 ーム「つがる プ ェク 」 

・おいら 町 教育支援 ーム「しるくは と」 
 

4  お の る の 教育  

向児出現率の高 、う 率の高 など本県特有の課題を まえ、 児 からの

教育支援について を行う「青森県 児 からの 教育支援 委員会」を

し、その 内容を まえた ェ イ 「教えて 児 からの生活習 」を開 して

いる。 
また、 まで かなかった への プ ー と、 会 で を支える 運を 成するため

にテ 組を 作し した。（ 時間：日 日 17 00 17 15 青森 にて ） 
平成 28 年度  

本 日 日 作 イ ル 

10 月 2 日 10 月 0 日 み なで支える子育て 

11 月 6 日 11 月 27 日 ママの ち、 の ち 

12 月 4 日 12 月 25 日 ママ たちの本 ーク 

1 月 22 日 1 月 29 日 子は までに まる  

平成 29 年度  

本 日 日 作 イ ル 

10 月 1 日 10 月 29 日 は めよう 生活習 の ・  

11 月 5 日 11 月 26 日 地域で支える子どもの く  

12 月 日 12 月 24 日 くママが える「小１の 」 

1 月 21 日 1 月 28 日 子どもの を るイク イ・イク   

 
らに、 教育を ー する を対象に 児 からの子どもの に た

教育の重要性に関する 会を開催した。 

・テーマ 「子ども の を る イク イ、イク の出 です 」 

・講  青森中 学 大学 教授  子  
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平成 28 年度  

開催地 実施日 会  参加者数 

村 9 月 21 日( ) 村 る と総合 ン ー 1 0 人 

前市 12 月 5 日（月）  162 人 

つ市 2 月 17 日（ ） つ市中 公民  82 人 

平成 29 年度  

開催地 実施日 会  参加者数 

町 9 月 4 日(月) 公民 ール 17 人 

地町 10 月 19 日（ ） 地中 公民  125 人 

村 11 月 14 日（ ）  100 人 

  

 の に る学校 の  

   本県の学校教育においては、子どもたちが 会の中で した人間として成 できるよう、「 かな学

の向上」、「 かな の育成」、「 やかな の育成」を重要な教育課題としてお 、 ・ ・ の の

と た人間性 かな 児児童生徒の育成が重要である。 

  本県では、 までも、子どもたちが 会の中で した人間として成 できるよう、 ら学 ら考

える などの かな学 や、他人と協 し他人を いやる などの かな人間性、 を えていく

たくましい と や など、生きる を育 教育の推進に取 組 できている。 

 な 化を げる 会の中においては、一人 と が 的に生きる とが めら ている とから、

後も、生きる を育 教育の なる推進を図るとともに、向上 や学 意 の となる や を か

る教育の 開が めら ている。 

 そのためには、 児 から小・中・高等学校までの 12 年間を 通した学校教育の推進と、学校・ ・

地域の連携によ 会 で子どもたちを育 とが重要である。教育は人 く という 点に って、 

一人 と の子どもの未来を え、学校運営に 意 を らし、学校、 、地域の「 」の連携と、 

小・中・高等学校にお る を考 した「 」の連携を大 にしながら、 画的、組 的、 的

に取 組 要がある。 

 

 学校の  

 地域の な人 の参画による教育支援の充実 

学校が な要 に えつつ、特色ある教育を推進していくためには、教育の な におい

て、地域の な人 の参画による教育支援の取組を 的に進める とが有 である。 

県教育委員会は、平成 2 年度から国 事業を活用し、市町村が授業の 、 み か や

、 下校の などについて、地域 民が ランテ として学校を ー できるよう

「学校支援地域本部（学校支援 ン ー）」の  

に取 組み、学校支援 ー ー ーが中 と 

なって、地域 民など かな 会 を つ 部の 

人 などを活用し、学校・ ・地域の連携による 

な取組が行わ るよう支援している。 

平成 28（2016）年度に県内小中学校で ランテ  

を ている 合は 90 7 となっている。 

（第 2-4-2 ） 

平成 27 年度からは、域内の ての子 たちの   

日の教育活動の充実のため、地域の な経  

や を つ人 ・企業などの協 によ 、 日 

 

第 2-4-2   県 学校  

け る の  

 

出 ：生 学習課「平成２８年度 学校と地域との連携に関
する ン ー 」 

 

 

年度 

8
82 7 8 1 8 7

9 91 1 9 7

6
65
7
75
8
85
9
95

1

22 2 2 25 26 27 28

小 に る
％

年度
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8 

に 的・ 的な教育プ グラムを企画・実施する取組を支援し、教育支援 の を図って

いる。 

平成 29 年 月に 会教育 等が 、地域と学校が連携・協 し、 い地域 民等の参画

によ 地域 で子どもの成 を支え、地域を 生する「地域学校協 活動」を 国的に推進する

とが めら てお 、学校支援本部から地域学校協 本部への に向 てフォーラムを開催す

るなど、地域学校協 活動の を図っている。 

うした取組を通 て、学校と地域の連携・協 が 化 、学校を とした地域 く の 進

が る。 

     

イ 地域とともにある学校 く と学校  

学校 は、子どもたちがよ い教育を できるよう、その教育活動等の成 を検 し、学

校運営の と を すための取組である。「学校 イドライン」では、学校 の実施

を の つの に 理している。 
       各学校の教職員が行う  
      者、地域 民等の学校関 者などによ 成 た 委員会等が、 の に

ついて する とを 本として行う 学校関 者  
     ｳ  学校とその 者が実施者とな 、学校運営に関する 部の を中 とした 者によ

、 や学校関 者 の実施状況も まえつつ、教育活動その他の学校運営の状況に

ついて 的 点から行う 第 者  
     地域とともにある学校 く を進めていく上で、学校関 者 は、学校の現状と課題について学

校と 者・地域 民等の 通理解や 関 を深め、 の 関 や連携・協 を す

ーション・ ールとして、また、教育活動その他の学校運営の を 的とした学校と 者や地

域 民との「協 の 」として活用 る とが るものである。 
     本県にお る 学校関 者 の実施状況は、第2-4- のとお である。なお、第

者 については、県内では と ど実施 ていない。 
  

第2-4-  平成2 年度 学校 等実施状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 ： 部 学 「平成26年度間学校 等実施状況 」 

 
2  教育 の の 実 

 教員の資 の向上 

     県教育委員会は、 化・ 化している学校現 の 課題に に対 できる実 的 のあ

る教員を育成するため、 下のとお 、教員 成・ などの充実を図っている。 

     ・ 本 者 、フォ ー ップ （2 年 ）、教職経 5 年 、中 教 等資

向上  

     ・ 職 職 （ 時）、職 （ 時）  

     ・ 教 、教  

校  校  
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     ・ 特別  

     ・  

     ・  

     本県にお る 本 、職 、 の実施状況は、第2-4-4 のとお である。 
 

第 2-4-4  平成 2 28 年度 の状況 

 
資料：県総合学校教育 ン ー  

 

イ 学校にお る の充実 

     （第 2部第 第 2 1 「い め、 校、 行 への対策・支援」を参 ） 

 

 の教育 の の の   

 の の  

○ 課後子ども総合プラン 

き 等の「小１の 」を するとともに、 代を担う人 を育成するため、 ての児童

が 課後等を ・ に し、 な ・活動を行う とができるよう、国は、 部 学

の「 課後子ども教 推進事業」と 生 の「 課後児童 育成事業」を一 的にあるいは

連携して実施する「 課後子ども総合プラン」を策 し推進している。 

県では、「 課後子ども教 推進事業」を教育庁生 学習課、「 課後児童 育成事業」を

部 どもみらい課がそ 管し、市町村の取組を支援している。また、 課が連携して

課後対策の総合的な 方について検討する推進委員会を するとともに、 課後子ども教 関

者と 課後児童クラ 関 者を対象とした 員等 を実施し、 プランを推進している。 

ての子どもを対象に、地域の方 の参画を て、学習や ー ・ 化 活動、地域 民と

の 活動などの機会を提 する「 課後子ども教 」は、平成 29 年 12 月現 、25 市町村で 1 8

教 （中 市の青森市 45 教 、 市の 4 教 を 。）が行わ ている。 き など 者

が仕事などで 間 にいない小学生を対象に、授業の 後などにおいて、学校の 教 や児

童 などを 用して や生活の を提 する「 課後児童クラ 」は、平成 29 年 5月現 、 市

町村で 07 か （中 市の青森市 54 クラ 、 市の 48 クラ を 。）で実施 、14 445 人の

児童が ている。（第 2-4- ） 

「 課後児童クラ 」については、平成 27 年 4 月から、対象となる児童の年齢を「おお 10

未 」から「小学校に 学している」児童とするとともに、職員の資 、職員数等の 的な

を めた「 課後児童 育成事業の 運営に関する 」（平成 26 年 生 第 6

）や「 課後児童クラ 運営に関する 」（平成 27 年 月）に き、児童の生活の として

の の向上を図っている。 

  

2

6
8

1
12
1

合

数

年度 年度

年度 年度

5
1
15
2
25

合

数

年度 年度

年度 年度

（人）（講座）

－ 139 －



第２部 子ども・若者育成支援施策の実施状況 

0 

第 2-4-  教 の 状況の （ ） 

 

                                 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学生 ー ー  

県内の 村（へき地校 等）においては、 日等の教育活動を実施した 支援した する

人 が している。また、 子高齢化の な進 によ 、子どもたちにとって将来の や

本となる な若者（大学生等）が してお 、地域の テ 機 の活性化に向 た取組

を進める とが しい現状にある。 

そ で、 村にお る地域 テ の活性化を深めるため、 日等（日 日、 日、

業日を 。）の学習活動への学生 ー ー を行っている。 

までの実  

 平成 28 年度 平成 29 年度（1 16 現 ）  

人数 人 ３６人 

大学（人数） 青森中 学 大学（7人） 

青森中 大学（ 人） 

青森明の 大学（10人） 

学 大学（12 人） 

前大学（11 人） 

子大学（11 人） 

青森中 学 大学（ 人） 

青森明の 大学（4人） 

学 大学（5人） 

業大学（2人） 

前大学（7人） 

子大学（15 人） 

市町村（回数） 8 市町村 1 （29 回） 8 市町 14 （2 回） 

     平成 29 年度の 1 16 ： 町、 村への を 。 

 

2  の教育 に け の育成 

 地域 業と学校の連携による地域人 育成事業 

   若年層の県内 ・回 のため、教員、児童生徒 者の地域 業に対する理解を深める と

によ 、 に と を ち、 的に地域に関わ うとする人 を育てるものである。 

   本事業では、地域の特色を生かした 教育実 の充実のために、出前授業、職 活動な

ど地域 業による学校への教育支援活動の 等を行う教育支援活動推進員の ー

ー ーとしての ル ップを図る取組を県内各地 で実施している。 第 2-4- 表  
 

 第 2-4- 表 教育 平成 年  

地  青  中  上  下   合  

人 数 9 人 人 7 人 人 6 人 5 人 人 

資料：生 学習課 

 

 

教   

教  

年度  

 数  

年度  

9 99 1 1 1 99 96 9
125 1 2

62 5
67 5 67 5 65 62 5 62 5 62 5 62 5 62 5

2

6

5

1

15

2 21 22 2 2 25 26 27 28
数 実施市町村割合

（ 数）

（年度）

（％）

2 2
269 27 27 271 272

1 296

65 7
77 5 77 5 8 8 8 85 82 5

2

6

8

1

2

22

2

26

28

2

2 21 22 2 2 25 26 27 28

クラブ数 実施市町村割合

（クラブ数）

（年度）

（％）
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イ 子どもの 活動推進事業 

平成 26 年度に策 した「青森県子ども 活動推進 画（第 ）」に き、 に しみ

主的に 活動をする子どもたちを育てるため、 ・地域・学校が連携して、子どもが に

し 機会の充実、 の ・充実、理解と関 の を進める取組を 開している。 

本事業では、平成 27 年度から「 子 あい ド イ ー」の 成 み か 実

者の ル ップを図るための 会を、県内６地 の地 連合会等への事業委 によ

実施している。（第 2-4- 表） 
 

第 2-4- 表 状況（平成 2 年度） 

地  開催日 会  事業委  参加者 

中  10 月 12 日 平 市生 学習 ン ー 地 推進運動連 会 4 人 

上  10 月 21 日 市民 化 ン ー 市 連 協議会 56 人 

 10 月 25 日 町中 公民  つがる 推進連 会 42 人 

 11 月 16 日 市 公民  市 連合会 77 人 

青 12 月 9 日 別町中 公民  青地 連 協議会 14 人 

下  1 月 21 日 つ市 図  つ下 地 連 協議会 11 人 

資料：生 学習課 

  （ ） 子 あい ド イ ー 者数 446 人(平成 29 年度 1月現 ) 

  

また、子どもの 習 の 成と かな の育成を図る機運を高めるため、 育 ・学校の教職員 に 

者、市町村職員、 み か 一般県民を対象に子どもの 活動推進大会を県内２か で開催

した。（第 2-4-8 表） 
 

第 2-4-8 表 の 状況（平成 2 年度） 

地  開催日 会  内容 参加者 

下  7 月 28 日 下 化会  

講演「みす のまな し 

本を 」 

講 ：童 人、 子みす 記   

   

事  

「学校・ ・地域の連携による子どもの

活動の推進」 

102 人 

青 11 月 9 日 青森県総合 会教育 ン ー 

講演「わたしの 本と と ども」 

講 ： 本作  いわ ら か お  

講 ・演習 

「子どもの 主的な 活動の推進に向 て

ル、 ークの実 を

通して 」 

講 ： 学 大学 大学部  

学   子  

176 人 

資料：生 学習課 
 

 地域の かな 会資 を活用した 学習推進事業 

（第 2部第 2 第 2 2（2）「 活動・ ランテ 活動の推進」に ） 
 

    学校と地域の協 実 ー 

（第 2部第 4 第 2 1（ ）青 年のための施 の 「青森県総合 会教育 ン ー」に ） 

 

 

 

－ 141 －



第２部 子ども・若者育成支援施策の実施状況 

 

 市町村の 会教育活性化支援事業 

     市町村の 会教育主事の資 向上とその 性を生かした 会教育の活性化のため、生 学習課と

教育事 が連携し、 別課題の検討会や 会を開催するものである。 

     本事業では、生 学習課や教育事 の職員が各市町村に出向き、市町村そ の課題に 、

課題解 に向 た方策や を検討する「市町村地域課題検討会」を行っている。 

     ・平成 27 年度 12 市町村で開催 

     ・平成 28 年度 1 市町村で開催 

また、市町村域を えた地域人 の ッ ワークを 成するとともに、地域課題解 に向 た連

携を 進するため、各地 において、教育委員会、行政関 者、地域活動実 者（ 等）など

が集まる「地域人 ッ ワーク 成ワークショップ」を行っている。 

 

第  県 者の育成 に る の  

 

本県の未来を担う青 年の 育成に関わる民間活動の中 として、青 年の 会参加の 進・地域 会の

化運動の 進・青 年の 行 活動など、県民運動を実施している「青 年育成青森県民会議」と「協

」し、県民一人 と が地域の 民としての や に いた 主的、 的な特色ある青 年 育

成運動への取組を 進している。 

 

 の 育成 の 実 

 年育成県 の  

 青 年育成青森県民会議 

青 年育成青森県民会議は、県民 ての いである、青 年の ともに やかな成 を実現す

るため、国や県の施策に して、青 年育成関 機関・ 等の支援と協 を ながら、青 年

育成県民運動を推進している民間 である。（事  青 年・ 参画課内） 

 

( ) 成の経  

40 年に、中 青 年 題協議会の青 年 行対策特別委員会で青 年の 行 と

育成を進めるために な国民運動の推進の 要性が政 に意 るなど、青 年 育

成の一大国民運動の 開の 要性が るようにな 、 41 年 5 月、国民運動の推進

として青 年育成国民会議が 成 た。   

本県でも、そ と時を くして、国や県の青 年に対する施策と して 育成のた

めに県民総 るみで取 組 とを 的に、 41 年 11 月 28 日、青 年育成青森県民会議が

成 たものである。（ 青 年育成国民会議は平成 21 年に解 。） 

 

( ) 組 （平成 0年 1月 現 ） 

・会 1人、副会 8人、 事 2人、委員 16 人 

・青 年 員 2人 

・会員（ 人 14 人、  82 、40 市町村） 

・参 （ 生活部 、 生活部 ） 

・ 会員（ 人 9人、  55 ） 

・事 10 人 事 （青 年・ 参画課 ） 

事 （青 年・ 参画課 青 年グループマ ー ー） 

事 員 8人（うち 1人は の県民会議主事） 

(ｳ)  平成 29 年度事業 

重点 1 な く 運動 

 「 の日」の ・  

・ の くも を通 て を深める「 の日」の ・  

 への  

イ ーム ー での  

 月間にお る 等の作成・  
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重点 2 人と人とのつなが 、 を大 にする を育 く 推進活動 

 あい つ運動の推進 

・ 「人と人、 と をつなげ合うあい つ運動」の提  

・ 地域にお る各 が実施する活動への協  

 を大 にする を育 県民運動の推進 

・ ・学校・地域 会が一 となって の大 を え、 代を担う子どもたちの

を大 にする を育 県民運動の ・  

・ 県が行う関連事業への協  

を大 にする を育 県民運動推進会議・フォーラム開催事業 

地域の で く 推進事業 

   

重点  青 年の と 会参加活動 

 青 年の と 会参加活動の 進 

・ 「第 9回青森県 年の主 大会」開催 

 日 平成 29 年 9月 14 日（ ） 

イ 生 学習 ン ー「 の 」（つがる市） 

 対象 中学生、青 年育成関 等の関 者、 関 者、青 年教育関 者等 

 「青い 」 

        を える子ども・若者への支援推進 

・  県が行う子ども・若者育成支援事業への協  

 子ども・若者総合案内の 等 

 子ども・若者地域支援推進フォーラム 

 

重点 4 青 年の 行 とよい く 運動 

 よい く 運動の推進 

・  「若い 」の作成・ 活動 

 内容 ・ なイン ー ッ 用のための 、地域活動の 子など 

イ 小学生（ ６年生） その 者、育成関 者、企業など 

 行・事 運動への協  

・ 未成年者を ・た ・ 等から る運動への協  

・ 行 ー ーム ーム 活動への協  

・ 青 年の 行・ 国 月間等への参加協  

 の 推進 

・ 青森県青 年 育成 に いて推 た の を推進 

 

重点 5 県民運動推進 の    

 総会 各 会議の開催 

・ 総 会 平成 29 年 6月 9日( ) あおも  

・  平成 29 年 4月 25 日( )県庁 5 会議  

・ 委員会 年 回開催（6月、11 月、 月） 

 地域活動 進事業 地域活動を推進するうえでの課題解 と県民運動の活性化  

一層の推進を 的に実施 

・ 地 企画委員会の 、開催 

・ 地域活動の実  

・ 合 企画委員会の開催 

・ 活動 表 会の開催 

 青 年育成市町村民会議等への協 進 

・ 大会・総会等への出  

・ 育成集会、 会への講 ・ 者の  

・ 地域活動への協  
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・ 資料の提 等 

・ 未 市町村への 要  

 他 県民会議との連携 

 青 年育成推進 員の  

 表 青 年育成青森県民会議表 要 に くもの、県・国が実施する表 への推  

 ・ 活動 

・ 資料の作成 

・ 「若い 」   

・ 年の主 大会 「青い 」（ ） 

・ 子ども・若者育成支援 月間用 ーフ ッ  

・ ーム ー の  

 会員、 会員の加 進 あら る機会を え加 進に め、 ンフ ッ 、 

ーフ ッ や 、 なマ を活用した加 進 

 

イ 青 年育成市町村民会議 

    青 年育成活動を地域 会に に 、よ 的に 開するため、地域 民が進 で参加

できるような総合的組 として、 県的に市町村民会議を 成し、青 年育成青森県民会議等と連携

しながら、 育成運動を推進していく とが ま る。 

    平成 29 年 4月 1 日現 の市町村民会議 状況は、第 2-4- のとお である。 

 

第 2-4-  状況                  （ 8 の ） 

  

 

 

 

（ ）1   色は市町村民会議を している市町村 

2   色 は の組 を している市町村 

   色は未 の市町村        
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資料：青 年・ 参画課 
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2  の の  

 「 の日」の  

  人が生ま 、育てら る も 的な生活の である は、子どもにとって して成 して

い る であ 、 ・ 子が と の で 、 会を 成する 的な である。 

「 の日」は、県民がそ の地域において、 で す日として めら てお 、

くも ある く を 進し、青 年の 育成に資する とを 的としている。 

青 年育成青森県民会議では、 41年の とともに「 の日運動」を青 年育成県民運動

の重要な として推進してきた。 

県においても、平成 11 年 9月に「青森県 の日 ー行事 イを める要 」を し、

月第 日 日を「 の日」とし、 く について 内で考え、話し合い、 しみ合い、協

し合う日としている。また、 年 5 月を「 の日」 化月間とし、その第 日 日を「

ー行事 イ」としてお 、県 公 等が として行事を開催しない ととしている。 

 

イ 「 の日」の 的な らい 

  「 の日」を するにあたって、 的には のような とを している。 

・ み なで話し合おう 

     員が集ま しく話し合いを つ、 月の「 の日」の 画を てる、など。 

・ み なで しみ合おう 

     員が集まったら しく す、 あ る時間を 有する、など。 

   ・ み なで協 し合おう 

     み なで 事を 担してやってみる、など。 

 

 「 の日」 の取組状況 

県では、「 の日」 ー行事 イについて、市町村等に対する や ーム ー による

活動を行っている。 

 

  年の の施 の  

     青森県総合 会教育 ン ー 

    県では、 会教育の充実 を図 、県民の生 にわたる学習意 の高揚 学習活動の進 に資

するために、平成 年 7月 1日、青森県総合 会教育 ン ーを した。 

    ン ーでは、 間の連携による活動を 進するため、 連 を て青 年 の 用に

した 、青 年教育にかかわる事業を 開した している。 

 

( ) 運営方  

a 人 育成 

        地域を支える人 や 代を担う青 年を育成するため、 講者の実 活動を め 的、実

的な を行う。 
 b 教育活動支援 

         や地域の教育 の向上を図るため、地域 く や 教育支援の人 育成に関する 的、

実 的な を行う。 

c 市町村・ 支援 

          生 学習、 会教育関 職員の資 向上 会参加活動を推進するため、生 学習、 会教

育に関する 的な や 会参加活動支援機関の と を行う。 

 生 学習活動支援 

         県民の学習活動や 会参加活動を支援するため、生 学習、 会教育に関する 提 、学習

を行うとともに、 日的課題や生 の各時 にお る課題に対 した学習講座を開 する。 

 施 提  

         会教育 県民の学習活動のために 施 ・ 機材を提 する。 
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( ) 平成 29 年度の事業の実  

       a 未来の青森県を担う若人育成講座 

青 年が を高め、主 的に行動できるようにする 年齢集 にお る活動をとおし

て、他者と協 し、 に学 合う講座と演習を実施した。 

  平成 29 年 11 月 0 日現 の実  

・ 講者数：延べ 158 人 （青森市・ 市・ 町） 

・ 内  容 

 日 内   容 

第１講座： ーション を高める講座 

4 月 0日(日) 
青森市 
 

講 「児童への し方」 
演習「 活動の 」 
                                   講  県総合 会教育 ン ー職員 

6 月 18 日(日) 

市 

 

講 「 子 ン ンの 的」 
  「 ランテ の意 」 
  「 の 機管理について 」 
演習「 たちが す 子 を考える」 
  「 子 運営に 要な と 」 
                                   講  県総合 会教育 ン ー職員 

7 月 4 日( ) 

町 

 

 

 

講 「 子 ワッショイとら の 的」 
  「 ランテ の意 」 
  「 の 機管理について 」 
演習「 たちが す 子 を考える」 
  「 子 運営に 要な と 」  

講  県総合 会教育 ン ー職員 

第 2講座： や 間の を る講座 

7 月 9 日(日) 

市 

演習「 間 く イ イク 」 
講 「 ーション 」 
演習「 子 運営に 要な と 」 
  「 子 運営シ ーション」 
  「 子 ン ン運営 」 
                     講  県総合 会教育 ン ー職員 

7 月 9 日(日) 

町 

演習「 間 く イ イク 」 
講 「 ーション 」 
演習「 子 運営に 要な と 」 
  「 子 運営シ ーション」 
  「 子 ワッショイとら 運営 」 

講  県総合 会教育 ン ー職員 

7 月 2 日(日) 

青森市 

演習「第３講座の 」 
講  県総合 会教育 ン ー職員 

第 講座：地域で実 活動を し、 間と実 する企画を考える講座 

8 月 10 日( ) 

8月12日( ) 

青森市 

市 

町 

(合 ) 

実 活動 
画「 る とがえ 」上 会・ ーク ッション 

演習「高校生・大学生のワークショップ１」 
画「 と の みつ」上 会・ ーク ッション 

演習「高校生・大学生のワークショップ２」 
画「 う   a 」上 会・ ーク ッション 

講  画    

第 4 講座：地域実 活動を企画する講座 

8 月 27 日(日) 
青森市 
9 月 日(日) 

市 
9 月 24 日(日) 

町 

演習「第 講座（実 活動）の企画 案」 

                     講  県総合 会教育 ン ー職員 
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 日 内   容 

第 5講座：地域実 活動を実 する講座 

10 月 1 日(日) 
青森市 

市 
町 

(合 ) 

実 活動「生 学習フェ にお る 」 

  

第 6 講座：地域実 活動を する講座 

10 月 15 日（日） 
青森市 
11 月 12 日（日） 

市 
11 月 5 日（日） 

町 

演習「第 講座（実 活動）の企画 案」 

                    講  県総合 会教育 ン ー職員 

第 7講座： までの実 活動等を 、どのように活かすかを考える講座 

1 月 20 日 ( )
1月21日（日） 

青森市 
市 
町 

(合 ) 

 

実 活動（ ） 
施 学「 町 一記 」 
施 学「 市現代 」 
活動 「 たのか 」 
      講  特 営 活動 人 子ども ン ー・ たの  

代表理事 中  子 
演習「 イ ー ーム 」 

講  県総合 会教育 ン ー職員 
会 

演習「 イ ー ーム・ イ イク 」 
講  県総合 会教育 ン ー職員 

  

青森市                     市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：生 学習課 

（１） 0

3 0 0 0

0

（ ） 3

30 30 0

3 30

0  

（１）

3 3 0 3

（ ） 00

33 0 0 00

000  

（１） 3

0 0 0 3

3

（ ）

0 0
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 日 内   容 
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10 月 1 日(日) 
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ｂ 高大連携 ー 推進事業 

       高校生の「やる 」や意 を引き出し、 らの に向かって主 的に行動できる人 を育成す

るために、大学生によるワークショップを実施するとともに、 ーション、フ シ テ

ーション等の を行い、大学生の ル ップを図る事業を実施している。 
      平成 29 年 11 月 0 日現 の実  

 (a) 会議等の開催  

         ・ 大学生会議（平成29年5月7日（日）、7月16日（日））  

  ・ 担 者 会（平成29年11月24日（ ）） 

 (b) 大学生対象 会の開催  

         ・ 本 （ 6回）延べ 講者数：127人 

         ・ ワークショップ演習（ 6回）延べ 講者数：129人 

  ・ 合 ー ル（ 8回）延べ参加者数：846人 

・ 用 （ 回） 講者数：16人 

 (c) ワークショップ「 」の実施  

  ・ 実施高等学校数    21校（ 25校 ） 

  ・ 延べ参加高校生数 021人 

  ・ 延べ参加大学生数  976人 

 

 高校生 ル ッププ グラム推進事業  

高校生の 識や経 の を げるとともに、 会の 化に に対 し しく生きるための

な ルの向上を図る とを 的として、学校 にお る学習への 的な取組みを推進

するため、学校 学習の機会に関する の 集と提 、高校生 ル ップ の

会を開催している。 

      平成 29 年 11 月 0 日現 の実  

       (a) 会 

         ・  日：平成 29 年 11 月 24 日（ ） 

         ・ 会 ：青森県総合 会教育 ン ー 

         ・ 参加者：高校生 ル ッププ グラム担 教員 

  ・ 内 容：講演 

               演題 「 教育活動としての とカ 」 

               講  特 営 活動 人カ  代表理事 村  

       (b) 参加学校数等 

地  参加学校数 参加生徒数 者数 

青   校   181 人   2 人 

    0 校   0 人   0 人 

中     0 校   0 人   0 人 

上     校   256 人   2 人 

下     2 校   560 人  12 人 

    4 校  1 117 人   4 人 

合    12 校 2 114 人  20 人 
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 あおも 県民カ ッ 運営業  

県民の学習 ーズが 化・高度化する中、 ・関 の高いテーマについて 的・ 的

に学習し、その学習成 が 会から に 、学習成 を生かして 会参加できる と

を 的として、県民の生 学習を総合的に支援している。（ 管理者による実施） 

平成 29 年 11 月 0 日現 の実                

(a) 県民カ ッ 学生総数     22 198 人 

         ・教 学習 ー         17 600 人 

         ・子どもカ ッ ー       4 598 人 

(b) 県民カ ッ 業・ 者数   6 42 人 

(c) 連携機関数            705 機関 

 

  学校と地域の協 実 ー 

地域学校協 活動の推進に向 、関 者の理解 意識 を 進するとともに、実施 の 
、仕組み作 や活動に る ルの向上を図る。 

平成 29年 11 月 0 日現 の実  

(a) 会 

地
 

開催日 会  
参加 

人数 
主な内容 

下

 
29  6 29( ) 下 化会  25 人 

講 ・演習  

「子どもは地域の 地域と学校が連携して子ども 

を育 ために」 

 講  前大学教育学部 教職 支援 

ー ー ー 特 教   

青 
29  8 1( ) 

県総合 会教育

ン ー 
22 人 

講 ・演習  

「子どもは地域の 地域と学校が連携して子ども 

を育 ために」 

 講  学 大学 大学部 学  

                   子 

 
29  9 28( ) 

町 的

ール あ る 
24 人 

講 ・演習  

「子どもは地域の 地域と学校が連携して子ども 

を育 ために」 

 講  青森県 連合会 事     

上

 
29 11  1( ) 学  6 人 

講 ・演習  

「子どもは地域の 地域と学校が連携して子ども 

を育 ために」 

 講  学 大学 大学部 学  

                   子  

 

(b)  公開講演・ 画上 会 

       ・ 開催日：平成 29年 9月 21 日( ) 

 ・ 会 ：県総合 会教育 ン ー 

 ・ 参加人数： 202 人 

・ 内容： 画「み なの学校」上 会 

     講演「学校が わ 地域が わる 地域が わ 会が わる」 

講  大 市 大 小学校 前校  村 子 

 

 教育支援 ンテン 作事業 

教育の重要性を えるとともに、子育てに関わる人 の える や みを する

とを 的して、学習機会と の提 を行うとともに、学習教材（動画）の 作と 活動を

行っている。 
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平成 29年 11 月 0 日現 の実  

(a) 一般 向 （5 ） 

       ・子どもの ある ない  

       ・  どものうちから に よう  

       ・地域で支える子育て・ く 向児出現率を えるために  

       ・ の子育て支援 

       ・ って っていますか  

(b) 教育支援テ 組（15 ） 

       ・は めよう 生活習 の ・  

・地域で支える子どもの く  

 

     教育 事業（す やか っとライン） 

       子育て中の や みを する とを 的として、 児から高校生の 者や を対象

に、 話・ ール等による い の 教育 を行っている。 

平成 29 年 11 月 0 日現 の実  

      (a)  話  2 回 ・ 日( 日・年 年 を く。) 

      (b)  ール (24 時間 )、 ( ) 

         教育支援員 4人 

         数：42  

 

          でつながる 教育支援 ー 

 教育支援に関わる人 の を げるため、地域の の中での 教育支援につながる講座

の企画・運営等の実 を通して、地域に した 教育支援者を育成する。 
        平成 29 年 11 月 0 日現 の実  

（a）各市町村開催講座 

・  ：県内 2市町村   青森市会  

                      村会  

・ 参加者： 講者数 20 人  

       （ ） 講座 支援者として につ ておきたい ル等 

              （イ）連携講座 前年度の支援者 活動者との 、  

              （ ）実 講座 子育て ンの運営 

青森市会  

回 開催日 内  容 

1 月  
第１回 講座「 教育支援者としてできる とを考えてみよう」 

 講  県総合 会教育 ン ー職員 

2 月

第２回 講座「子どもの になる行動と関わ 方 への理解 」 
講  児童 理治 施 「青森おお ら学 」   明  

演習「 や み か をしよう」 
講  県総合 会教育 ン ー職員 

 月  
第１回実 講座「大 本を もう」 

講  県総合 会教育 ン ー職員 

4 月

第１回連携講座「 年度の取組について」 
講  28 子育て支援 ークル「 グ グ」代表 内 子 

              子 
   充子 

演習「 作 おもち で う 」 
講  県総合 会教育 ン ー職員 

5 月  
第２回実 講座「 作 おもち で う 」 

講  県総合 会教育 ン ー職員 
6 0 月 0  

第３回実 講座「まった おし べ しよう 」 
                                       講  県総合 会教育 ン ー職員 

7 月
第 回実 講座「 を動かそう」 

講  県総合 会教育 ン ー職員 
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村会  
回 開催日 内  容 

1 月
第１回 講座「 教育支援者としてできる とを考えてみよう」 

 講  県総合 会教育 ン ー職員 

2 月
第１回実 講座「おし べ イム や み か をしよう 」 

 講  県総合 会教育 ン ー職員 

 月

第１回連携講座「 年度の取組について」 
講  8 子育て支援 ークル「 グ グ」代表 内 子 

  子 
演習「 と 重をはか う」 

講  県総合 会教育 ン ー職員 

4 月 30

第２回 講座「 者への支援の仕方について」 
 講  児童 理治 施 「青森おお ら学 」   明  

演習「 の出るおもち をつくって う」 
講  県総合 会教育 ン ー職員 

5 月

第３回 講座「 う と・つながる と」 
 講    公子 

演習「 ・ ー 」 
講  県総合 会教育 ン ー職員 

6 0 月 3
第２回実 講座「 っ る で う」 

                                                 講  県総合 会教育 ン ー職員 

7 月
第３回実 講座「 ン ー を しもう」 

講  県総合 会教育 ン ー職員 

 
(b)  通 ル ップ講座（4市町村合 ） 

・ 開催日：平成 29 年 10 月 6 日( ) 

・ 会 ：県総合 会教育 ン ー 

・ 参加者：99 人 

 公開講演 

 「 子を支援する上で大 な と」 
          講  大学 教育学部 教授  大 生    

 会 
  「支援の 方を考えよう たちの活動の充実・ のために 」 
   進行  県総合 会教育 ン ー職員 
 

イ 青 年教育施  

青 年に、 の中での集 による 生活等を経 する機会を提 する施 として、 年

の 、青年の が ている。 

   県では、 年 の を、 46 年、 市に県 年 の 、51 年に 市に県

年 の 、55 年に つ市（ 下 大 町）に県 下 年 の を いで開 した。 

   の他に、上 地方教育・ 事 組合が 47 年に公 小 青年の を 町（ 上

上 町）に している。 

   らの施 では、施 が ら企画・実施する主催事業 学校・各 青 年 等の 画に

いて実施する 事業が行わ てお 、その を生かした 活動や ク ーションの

か、各 が行わ ている。 

また、県 年 の では県内各地において な を 用した 活動が 進 る

ように、平成 19 年度よ 学校・各 青 年 等への出前講座を実施している。 

年、子どもたちの「生きる 」を育 ため、 ・生活 が重 る中にあって、青

年教育施 の はますます 大している。 

   本県にお る 年 の 、青年の の施 状況 年間延 用者数については 下の表のとお

である。 
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第 2-4- 表 年 の 年の 施 状況                   

   
地  

（ ） （ ） 

容人員 

（人） 
  施  

県 年 の  6 514 2 187 160 
営 、営 、 ー 、各 活動プ グラ

ム ー  

県 年 の  65 977 488 200 営 、営 、 察 ー  

つ市下 の  122 4 2 740 19  
営 、営 、 事 、 、 ・ イ

ング ー 、 ー ー 、 ッ ング ー 、

の森 ック 

公 小 青年の  70 444 4 96 200 
営 、営 、 的グランド、 ォークラ ー、

イク ング ード 

資料：生 学習課 

 

第 2-4- 表 年 の 年の 年 者                        （ ：人） 

            年度 24 25 26 27 28 

県 年 の  19 765 18 656 17 578 17 018 16 515 

県 年 の  28 840 0 858 2 827 2 90 7 9 1 

つ市下 の  9 2 7 9 742 8 661 9 186 9 2 

公 小 青年の  20 706 19 595 18 721 18 520 19 552 

（ ） 年 平成 年

年 平成 年  

 

 公民  

公民 は、地域にお る青 年の 主グループの育成や学習・ ク ーションの機会と を提

するなど青 年の地域活動の 点となっている。 のため、県は地域 民と一 となった公民

活動の推進や、その の充実について に めている。 

   本県の公民 は、平成 29 年 4月 1日現 、県内 9市町村に てお 、その総数は 280 で

ある。 を本 、 別にみると本 167 （中 45 、地 122 ）、 11 となって

いる。 

   青 年の な学習要 への対 や、 の な活用に資する たなプ グラムの開 、各施

間の連携・協 、学習 の提 などが 的に行わ る とが ま る。 

 

 図  

図 は、青 年が らすす で学習するための資料や を 集・ し、提 する を

っている。 

     県 図 を めた県内の公 図 は、平成 29 年 4 月 1 日現 で、 が 25 、 が 11

、 が 1 、 施 として、市町村公民 図 教育委員会図 ー ーが 2

か ている。 

     ら施 では、青 年の 育成を図る上からも、青 年に関する資料の充実やおはなし会の開

催、学校への 本など な取組みが行わ ている。 

   また、県 図 と市町村 図 等を ンラインで 「青森県図 ッ ワークシ テ

ム」による 等の ー も活用 ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 152 －



第２部 子ども・若者育成支援施策の実施状況 

 

第 2-4- 2 表 県 の （平成 2 年 4 ） 

 施         

 

 

 

(25) 

 

青森県 図  つ市 図  中 町図  おいら 町 図  

青森市民図  つがる市 図  地町 図  町 図  

前市 前図  平 市平 図  中 図  町図  

市 図  平 市 上図  町 図  子町 図  

市 図  平内町 図  町民図   

市民図  町図 大  町 図   

市 図  町民図  村民図   

(8) 前 市 図  記 図  市 図 市  つ市 図 大  

市図 ン ー 市 図  つ市 図 内  つ市 図  

(2) 前市 図 前 ども 本の森 町 図    

公 

民 

 

等 

(2 ) 

 

カルイン 図 ー ー の かうら 学  町公民  中学校図 １  

る 子ども  深 町 会 化会  通村教育委員会 ー フルプラ ・はしかみ 

別町 中 公民  通 総合 化 ン ー「 イング」 大間町 公民  部町 中 公民  

村 る と総合 ン ー 村中 公民  間 村中 公民  部町 地公民  

町中 公民  大 町中 公民  村中 公民  上 公民  

日本 点 あ が わ 村中 公民 図   村教育委員会 

資料：生 学習課 

     

 青 年 ーム 

平成 29 年 4月 1日現 、県内に 11 か の 青 年 ームが 、青 年が参加する ク

ーション、クラ 活動、その他 活動を行うための施 として 用 ている。 

 

第 2-4- 表  年                      （平成 29 年 4月 1 日現 ） 

        地  

市 青 年 ーム 

青森市       

前市       

つ市       

市       

市     

市       

町       

大間町       

地町     

平内町       

市 2 1 の 20 

青森市 1 6 の  

前市大 町 7 

つ市大 上町 の 12 

市 町 1 7 の 5 

市 町 2の 12 

市大 内町 24 の 1 

町大 関 の１ 

下 大間町大 大間 大間平 41 の 7 

上 地町 中 20 の 1 

平内町大 小 小 79 の  

(0178)22 8612 

(017)7 5 1649 

(0172) 4 4 61 

(0175)24 2410 

(0176)5 5714 

(0176)2 6708 

(0172)5 1612 

(0179)22 017  

(0175) 7 4 46 

(0175)64 9657 

(017)755 945 
資料： 政・ 開 課 

                

    カ 児童 生施  

児童 生施 は、 く一般児童のため な を えてその を 進し、 を かにする

ためのものであ 、児童 にいう「児童はよい の中で育てら る」という を 現化した

ものである。 
 
    ( ) 小 児童 ・児童 ン ー 

  小 児童 は、小地域を対象として児童の集 的 別的 を行うとともに、 クラ 、

子ども会等の地域組 活動の育成 を図るなど児童 育成に関する総合的な機 を す

点として ているものであ 、平成 29 年 4月 1日現 64 （ 中 。）となってい

る  
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          また、児童の 下、運動 らい等が 題となっている とから、 来の小 児童 に

進機 を加えた児童 ン ーの を図ってきてお 、平成 29 年 4 月 1 日現 28 となって

いる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                            
                                                         資料： どもみらい課 
     （ ）（  ）内は、児童 ン ーの  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

資料： どもみらい課 
 

( ) 児童  

       児童 は、 、 など児童の 意、 を生かす とができる を有し、児童の 主

性、 会性 性を高めるよう の を行う施 である。 
 

第 2-4- 表 に る 状況（平成 2 年 4 ） （ ）  

       公             

  数 40 0 40 

                         

 

 

 

 

 

第 2-4- 4 表 状況（平成 2 年 4 ） 

第 2-4- 表 の 状況（ ） 

（平成29年4月1日現 ）

青森市 17 (1) 1

前市 24 (9) 0

市 15 (9) 中 0

市 6 (2) 2

市 0 0

市 0 下 0

市 9 (4) 上 8 ( )

つ市 4

つがる市 1

平 市 2

77 (25) 15 ( )

市 部 部

数（か ） 数（か ）

県 92(28)
 

合 合 合 合 合 合

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

意 用 809 21 5 217 5 8 298 7 6 406 10 401 10 211 5 8

集 用 2 167 57 7 29 88 7 4 2 87 8 50 85 0 275 84 4 256 90 2

2 976 79 2 510 94 6 7 0 95 4 756 95 676 94 8 467 96 1

意 用 180 4 8 10 2 8 95 2 4 104 2 6 104 2 7 124 4

集 用 602 16 0 99 2 7 8 2 1 82 2 1 99 2 6 17 0 5

782 20 8 202 5 4 178 4 6 186 4 7 20 5 2 141 9

758 100 0 712 100 0 908 100 0 942 100 0 879 100 0 608 100 0

28年度

学童

児

合

9年度 24年度 25年度 26年度 27年度

人員 人員 人員 人員 人員 人員

 

（ ：人） 
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学童

児

合

9年度 24年度 25年度 26年度 27年度

人員 人員 人員 人員 人員 人員
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青森市 17 (1) 1

前市 24 (9) 0

市 15 (9) 中 0

市 6 (2) 2

市 0 0

市 0 下 0

市 9 (4) 上 8 ( )

つ市 4

つがる市 1

平 市 2

77 (25) 15 ( )

市 部 部

数（か ） 数（か ）

県 92(28)
 

合 合 合 合 合 合

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

意 用 809 21 5 217 5 8 298 7 6 406 10 401 10 211 5 8

集 用 2 167 57 7 29 88 7 4 2 87 8 50 85 0 275 84 4 256 90 2

2 976 79 2 510 94 6 7 0 95 4 756 95 676 94 8 467 96 1

意 用 180 4 8 10 2 8 95 2 4 104 2 6 104 2 7 124 4
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782 20 8 202 5 4 178 4 6 186 4 7 20 5 2 141 9

758 100 0 712 100 0 908 100 0 942 100 0 879 100 0 608 100 0
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 に 育 る の  

   がともに子どもを育てる く の推進においては、 性も 性も いにその人権を 重し、

な を め合いながら、 性と を に できる 参画 会に対する理解を深めると

ともに、 が子育てに参画できる く が重要である。 

   「第 あおも 参画プラン２１（ 画 間平成 29 年度）」（県の 参画推進に関

する 本 画）では、「教育、 を通 た理解の 進」と「仕事の生活の （ワーク・ライフ・

ラン ）」等を重点 に げて、学校教育等にお る 参画に関する理解 進、 性の 事・

育児参画 進等に取 組 でいる。 

   

 高校 等 の 成 （平成 年度 ） 

     高校生等を対象とした 参画の意識 ンフ ッ を作成し、県内の高校生等に して

いる。 

 

2  の 育 の 平成 2 年度  

性が 事・育児に参画した 育児 業等を取 した する とを 援する 運を 成するための

や、ワーク・ライフ・ ラン がと た き方で企業業 も高める「イク 」の取組 進

等を行っている。 

 

 の 平成 2 年度  

性の人権 が にあると る （ド テ ック・ イ ン ）の 者にも加 者

にもならない な ーションのあ 方について学 でもらうため、県内中学校で ー

を開催している。 

 

第  者 の の  

 

 の  

 年 育成 の  

青森県青 年 育成 （ 下 の において「 」という。）は、明日の青森県を担う青

年の 育成を図る とを 的に、 54 年 12 月 24 日に公 （ 55 年 4 月 1 日施行） た。

本 の は、県民総 るみの運動を とした青 年の 育成の推進と関 業 の 識ある

と によって、その 的を 成しようとするものであ 、青 年を取 く 会 の 化に対

した （ 10 回）を重 ながら現 に っている。 

 

2  年 育成  

  

55年4月19日、青森県 機関に関する に き、青森県青 年 育成 議会を、 事

の 機関として した。 

平成18年4月19日、青 年 題協議会（委員24人）と青 年 育成 議会（委員20人）を 合し、

たに青森県青 年 育成 議会（ 下「 議会」という。）を した。また、青森県青 年

育成 の によ その権 に ら た事 を 議するため、図 等部会を い

て 議会を運営する ととした。 

平成26年8月1日、い め 対策推進 第 0 第2 第 1 第2 の による に関する

事 を 議するため、 たにい め 部会を した。 

議会では、青 年の な育成に関する重要事 を 議し、図 等部会では、有 図

の 、 第25 の に く 等の推 、 第26 の に く青 年育成関

者等の表 について、 事の を 、 議 を行っている。また、い め 部

会では、い め 対策推進 第 0 第2 第 1 第2 の による に関する事 につい

て 要に て 議している。 

イ 組 成 

議会の委員は、学識経 者、関 業 、青 年育成 の関 者等 24 人（ 2年）で 成

－ 155 －



第２部 子ども・若者育成支援施策の実施状況 

 

てお 、その状況は第 2-4- 表のとお である。 

 

第 2-4- 表 年 育成 成表                  （平成 30 年１月現在） 

委員数 学識経 者 関 業  青年  学校関  青 年育成者 公  委員数 学識経 者 関 業  青年  学校関  青 年育成者 公  

24 人 6 人 人 人 4 人 6 人 2 人 

                                  資料：青 年・ 参画課 

 

 の 状況 

第 12 の に き、青 年の な育成を するおそ のある図 を 議会の

を て有 してお 、その状況は第 2-4- 8 表のとお である。 

 

第 2-4- 8 表 の 状況 

       年度 24 25 26 27 28 

総数（ ） 21 24 2  2  24 

 

月  7 6 9 8  

行本      

ック  14 18 14 15 21 

テープ      

                 資料：青 年・ 参画課 

 

4  の の 状況 

第 25 の に き、青 年の な育成に特に有 であると めら る 、 画

の行う活動を 議会の を て推 してお 、その状況は第 2-4- 表のとお である。 

 

第 2-4- 表 の  

       年度 24 25 26 27 28 

( ) 4 2   4 

画(本)  1    

      

（ ） の推 は平成８年に               資料：青 年・ 参画課 

 

 に 表 状況 

第 26 の に き、青 年の な育成のために 的に活動し、その が特に

であると めら るもの は青 年、青 年 でその活動等が他の模 となると めら るもの

に対して 事表 を行ってお 、その状況は第 2-4-2 表のとお である。 

 

第 2-4-2 表 に 表 状況 

       年度 24 25 26 27 28 

  人 4 6 9 9 9 

   1 1 1 0 0 

                            資料：青 年・ 参画課 

 

 立 の 実施状況 

   の 状況について と を行うために、 員を 8人（青 年・ 参画課）

を し、県内において を実施している。 

また県では 年、 員などによる 会 化一 を行ってお 、平成 29 年 月 現

での 数は、有 図 等 動 機 67、有 図 取 87、有 図 等取
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ー ー等 591、有 取 等 84、有 ン ー フ 46、 カラ

営業 45 となっている。 

 

 の 状況 

本県にお る有 図 動 機の 数は、 56年 11 月 、年 の 向にあ

ったが、平成 6年から 加 向を した とから、平成 8年の によ 、 動 機等による

等の状況を し、 の 的な施行と行政 が行えるよう、業者に 動 機等による

の 出を ている。 

平成 16 年度 から に ているが、 後も 業者などに対する の に関する行政

を行っていく。 

本県にお る 54 年 の有 図 動 機の 数の推 は、第 2-4-2 のとお

である。 

 

第 2-4-2  の  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：青 年・ 参画課 

 

8  等 る の  

 青森県青 年 育成 に くイン ー ッ 用 の  

イン ー ッ 上の ル イ 等を した ラ ルが 加している とから、有 から

青 年を する とを 的に、 を平成 18 年 10 月に （ の ）し、平成 19 年 4 月 1

日から施行した。 

者や事業者等は、青 年が ラ ルに わないようフ ル ング フ の活用や 提

などに めな ならない とと ている。 

    第 21 の 2 の内容 

○ 者や学校の関 者等の青 年の育成に携わる者は、有 を青 年に 等 ないよ

うに めな ならない。 

○イン ー ッ カフェや公 施 等でイン ー ッ を 者に 用 る者は、フ ル

ング フ の活用等の な方 によ 、有 を青 年に 等 ないように めな

ならない。 

○イン ー ッ に する （ ン等）の 業者やプ イ 等のイン ー ッ

事業者は、フ ル ング フ の活用等に る 提 によ 、有 を青 年に

等 ないように めな ならない。 

         

イ 合 ー ーム（ ）の活動について 

     県教育委員会 県 察本部は、 年 行等に関して 的な 識や な経 を有する ッフ

による合 ー ーム（ ）を 成し、学校・ 等の要 に た数人を し、 年

数

年度
Ｈ

年度
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8 

行 、 等の取組を支援している。 

     平成 29 年度中にお る携 話や ンを 用したイン ー ッ 関連の が 44 あ 、県 

内の児童生徒や教職員、 者を対象とした に向 た 会等において、県内において 

生している現状等を 明するとともに、加 者、 者にならないために るべき点や ラ  

ルに き ま た にお る対 等について、 か やすく講話を行っている。 

 

 イン ー ッ に関する の について 

     県教育委員会では、携 が関 するい めや生徒 上の 題行動等の未 、 、

対 を図るため、 ッ 通 用 イ を開 するとともに、平成 22 年度からイン ー

ッ 上の児童生徒が関 する の を実施している。イン ー ッ の については、 ーシ

ル ッ ワー ング ー （ ）の に対 し、平成 26 年度から ーシ ル 等

員を し、児童生徒に関 する な があった 合は、 やかに学校 関 機関と連

携を図 の や学校への の支援に めている。 

     また、県 察本部では、 年 察 ランテ の中から 2人を イ ー ランテ として す

るとともに、大学生を イ ー ランテ として委 し、 イ ー ールや小・中学校にお

る ッ 講話等を実施している。 

 

    イン ー ッ 上の ラ ルや携 等 用に る 用 ーフ ッ の作成 

     平成 29 年 月に、 ーフ ッ 「 マー フォン、 ーム機、 プ イヤーなど『考えよう

い方のルール』」（小学生用、中学生・高校生用）を作成し、小・中・高等学校 特別支援学校

を通 て、県内 ての児童・生徒 者に した。 

 
 者の の  

  の  

県では、子どもへの は、子どもの やかな 育、 を ない、 に深 な を す

とから、 に できる ッ ワークの を図るとともに、 に できる をつく 、

の を図るため、 ・ や関 する職員への など各 事業を実施している。 
 

2  の  

「子ども 110 の （ ）」とは、子どもたちが「 か 」、「つきまとい」など らかの に っ

た、 は き ま そうになって を めてきたときに、子どもたちを に し、 察や学校

等に連 するなどして、子どもたちの を っていく ランテ 活動である。 

       各地域では、一般 や 、事業 等の協 を て、「子ども 110 の （ ）」の 進を図

、子どもの 対策を 化している。 

 
第 2-4-22 表 の （ ） 状況（平成 28 年 2 ）      

 状況 
子ども110 の （ ） 1 587 

子ども110 の （ ）  7 755 

 

 の  

イン ー ッ や携 話の 等によ 、県内においても青 年への の が が

てお 、青 年の は として を ない状況にある。 

       県 県教育委員会では、青 年による 用を するために、 のような 用対策に取

組 でいる。 

 

－ 158 －



第２部 子ども・若者育成支援施策の実施状況 

 

 青森県 用対策推進本部 

       本部は、県内の関 行政機関（ 、 察、行政機関等） 関 （ 業、 業 等）の

などで 成 てお 、 本部にて策 している青森県 用 対策実施要 に き、

らの関 機関・ が連携しながら、県内にお る対策を総合的かつ 的に推進している。 

         県としては、 の要 に き、地域にお る 、 ・運動による 等を行っている。 

 

イ 青森県 用 員 

       、大 、 ドラッグ等の 用 を 的として、地域に した 活動の な推   

進 講演等での ・ 活動を行うため、 、 、民生委員など 09 人を青森県

用 員として委 している。 

       また、各 で 員地 協議会が てお 、協議会 に「 。 ッ イ。」

運動や 用 運動 間中に ン ーンの実施、各 会合にお る など各

員の職 等を活かした活動を 開している。 

 

 大 し 運動        

       年、大 による検挙者数は、 国的に 加 向にあ 、特に若年層での 加が っている。 

県では、 生している大 による 用を するため、 生大 の 作業を実施している。 

て、あへ の 料となる えてはい ない しが ていないか、 あへ 員

によ 、管内の 回が実施 、 が た 合は を し ている。 

また、 事 に対しては、 取 員による取 を実施している。 
 

第 2-4-2 表 け 状況                                 （ ） 

 
 
 
 

資料： 課 

 

 用 教 の開催 

県教育委員会では、 の な や の 進の 点から、児童生徒の の に 、

を する行 をしないという 度等を につ る とが重要である とから、各学校に対して、

「第 用 か年 」を まえ、 用による の 、 、 会への な

どについて理解するとともに、 な意 と行動選 ができる資 や を育成するため、 て

の中・高等学校において 用 教 を開催するよう している。 
また、若年層の大 や 、 ドラッグ等の 用が大きな 題となっている とから、教

職員等への に対する しい 識の や の向上を図るため、 用 教育 会

を開催するなど、 用 教育の充実を図っている。 
 

4   教育に る施 （教育 ） 

県教育委員会では、性に関する 学的 識と人間関 の き方などを して「性に関する教育」

としてとらえ、 の向上を図るために教職員・地域 関 者等を対象とした「性に関する

ー」や「性に関する教育 者 会」を開催している。また、高校生の性（ イズ）に関する教

育の らなる充実を図るため、平成 4年度から、県内 6地 別各 1校の県 高等学校に学校 として

人 を し、生徒・教職員 者に対し性に関する や、 みについて 、講

演会等を実施している。 

     年度 22 2  24 25 26 27 28 

大 本数 74 84  482 971 410 12 288 29 77 57 7 622 117 122 

し 本数 100 6 721 22 210 24 615 8 460 18 9 0 8 19 
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